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序

　平塚の最古は海で，河川の運ぶ土砂が堆積し，現在の内陸が形成されたといわれ，西部に丘陵

を一部見るだけで，市域の約70％が平坦であります。

　その後，蜜士山の爆発による降灰のため足柄道が埋没したため，新たに箱根道が開かれました

が，これによってのち平塚は東海道の宿場まちとして栄えました。

　くだって慶長年間，徳川家康は，本市の中原に御殿を新築，その後この地に126町余（126ha）

におよぶ広大な御林を造成しました。

　樹種も，松・桧・けやき等でせきはくな砂丘土壌の改良と防風防砂林としての性格を持ち，惑

時においては類例のない緑化の一大事業であったといわれています。

　その後，明治20年頃からの東海道線敷設のさい，300年の歴史を持った樹林は，その大部分が

民間に払い下げられ伐さいされてしまいました。しかし，平塚駅の南にあたる海岸側は，住宅地

として御林のなごりをとどめた松が残されていました。

　駅の北側は，伐さいされた跡に海軍火薬廠の前身である日英共同による臼本爆発物製造会社が

設立され，戦後は工業地域となりました。

　昭和20年の戦災で市街地のほとんどは焦土と化し，海岸地区に残された自然も大半が失おれて

しまったのであります。

　しかし「禍転じて福となす」の諺のとおり市民は総力をあげて復興に努め，こんにちの平塚市

となったのであります。空前の惨事はむしろ大飛躍への動機となったと申せましよう。

　昭和30年代後半からの経済の高度成長と，それに伴う人口の都市への集中化は，首都50キロ圏

に位置する本市の自然に大きな影響をおよぼしました。産業構造の多様化，都市形成のスプロー

ル化によって，慮然のバランスも急速に失われる傾向が強くなってきました。昭和48年に「住み

よい環境の確保に関する条例」を制定し，良好な自然環境および生活環境をつくるための市政を

積極的に推進してきたのは，これ以上まちから緑のなくなるのを憂えたからであります。

　特に緑については，緑の保全と復元の必要性を痛感し，植物生態学の権威者である横浜国立大

学環境科学研究センター教授宮脇昭理学博土に，平塚市の植生調査を委託しました。

　宮脇教授は約2か年の歳月をかけ，市域をくまなく踏査されましたが，これをまとめたのがこ

の報告書であります。

　この報告書は，緑化事業の処方せんともいうべき貴重な資料であり，今後市が行う緑化行政の

基礎的資料として活用していくものであります。

　この調査にあたり，宮脇先生をはじめ関係各位のご助力に対し心から敬意を表するものであり
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ます。ここに厚くお礼を申しあげます。

　　昭和51年3月

卑塚市老 加撚鮎
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PREFACE

　　H呈ratsuka　in　a無cie鳶t　times　was　the　bo£tom　of　the　sea．　Accumulatio三｝s　of　ear出and

soi1，　carried　by　the　rivers　are　said　to　have　forrned　the　present　land．　For£hisτeaso織，70％

of　the斑u塗icipal　area　is　pla1n　la登d．　Hills　are　li．mited毛。　the　wes£em　part　of　the　area．

　　Afterwards，　the　new　Hakonedo　had　to　be　opened　for　traffic　because　the　Ashikagado

was　buried　by　erupt玉ons　fr◎m　Mt．　Fuli　a難d　it　is　this　Hakonedo　which　eventually　made　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
great　colltribu£ion　to　the　p罫osper玉ty　of　Hiratsuka，　one　of£he　post　towns　along　the

Tokaido．

　　1難1596（The　first　year　of　Keicho），　Ieyasu　Tokugawa　bui｝t　his　new　palace　at　Nakahara

in　Hira之suka　and　set　out　on　a　large　scaie　reforestation　prolect　which　covered　l．25　square

kilometers．　These£rees，　varyi塗g　from　plne　treesも。　Japanese　cypresses　to　zelkova£rees

had　two　func毛ions，　one　to　fertilize　a　s爲nd　dune，£he　other　to　act　as　a　win．（i　breaker　to

arrest　shi館ng　sand．　This　project　was　considereδto　be　出e　grea重est　one　i塾　the　Kanto

area　in　those　days．

　　However，　most　of　the　trees　which　had　been　sta丑ding　for　300　years　were　sold　to　private

companies　and　cut　down　when　the　construct圭on　of出e　Tokaido　Railway　Line　started　in

1887．Some　pi鵬trees，　however　have　survived　i難areside籍tial　quarter　along　the　coast，

10ca重ed　to　the　south　of　Hirats雛ka　Station．　On　the　other　hand，　the　aorthern　part　of　the

area，　once　used　for　the　Imper玉al　Navy　Powder　Fac£ory，　has　become　an　industrial　area．

　　1総1945，most　of　the　mu無icipal　area　was　burnt　to　the　ground　beca雛se　of　the　war．　This

inc1疑ded　reserved　na重ural　area　along　the　coas重．　But　it　may　be　said　that　this　u難preceden£ed

disas£er　encouraged　us毛。　jump　into　the　building　of　todaゾs　Hiratsuka．　In　重he　spiriもof

the　proverb　which　says，‘‘Out　of　evi1，　comes　good”，　all　citlzens　devoted　them＄elves　to　the

reco轟struction　of　the　city．

　　The　centralization　of　popula毛ion　in　url）aa　areas，　triggered　by　the　advanced　eco難omic

growth　of　the　nation　after　1960　had　greadnfluence　on　the　na加ral　environment　of　this

city，　which　is　located　only　50．　km　from　the　metropolis　of　Tokyo．　Indeed，　recently　there

has　1）eea　s£rong£endency　for　the　balance　of　living　environments　and　surroun．ding　na重ural

areas　to　be　los£，　because　of　the　diversifica重ion　of　the　i難dustrlal　structure　and　the　spraw玉玉難g

phenomen・m・f　urban　f・rmat玉・n・

　　In　1973‘‘An　ordinance　on　securing　a　comfortable　living　environmeR之”was　eRacted．　As

aresult，　we　are　urging　the　city　administration　to　create　an　ideal　living　e鍛vironment　so　as

not　to　lose　any　more　green£racts　from　our　ci毛y．

We　asked　Prof．　Dr．　Akira　Miyawaki，　Institute　of　Environmental　Science　and　Tech豆ology，

Yokohama　Na£主。照1　University，　to　invest呈gate出e　vegetation　of　the　city　because　we　felt

もhe　need　to　preserve　and　restore　green毛racts．　It　took　him　two　years　to　complete　this

research．　This　is癒e　summary　of　his　report．　This　report　is　so　valuable　that　we　i賊end

£ouse圭ts　baslc　data　as　a　g慧玉de　for　a　tree－Planning　Policy　for　Hiratsuka　hereafter．
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We　would　like　to　express　our　appreciatioR　to　Dr，　M量yawaki

who　contributed　to　make　this　i穐vesti暮ation　successfuL

　　　February，．！976　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

a塗dmany　others　concemed

征’
’ ’

The　Mayoτof　Hiratsuka



薦懸諺；．．

Phot．1　平塚市概観。右手に八幡神社の社叢林が望まれる。

　　Ubersicht填ber　die　Stadt　Hiratsuka　aus　der　Vogelschau．　An　der　rechten　Seite　liegt

der　Tempelwald　von　Hachiman－Jinja．



PLot．2　ヤブコウジースダジイ群集。平塚市吉沢の農業教育センター裏に残されている。

　　　Bestand　des　Ardisio－Casもanopsietum　 sieboldii・　dernach
der　Ei。。i，htung　d，、　Landwi・tsch・ftli・h・・P・d・g。gischen　Z・nt・ums　erh・lten　9・bh・ben　i・t

（Kisawa　der　Stadt　Hiratsuka）．

Phot．3　密生しているヤブコウジースダ

　　　　　　ジイの林冠。

　　　Dichte　Baumkronen　des　Ardisio＿

Castanopsietum　sieboldii・



Phot．4　入幡社社に残されている郷土の緑b

　　　“Heimatwald”von　Cα8孟αηopsピs　c駕8μdα．孟αvar．　8‘θ60‘ゐガ

Jinja　in　der　Stadtmitte．

am　Shinto　Tempel　Hachiman一

Phot．5　花水川周辺の沖積地につ

　　　　　　　　くられた畑地。

　　　Winteraspekt　der　Umgebung　des

Hanamizu－Flusses　mit　kleinen
　　　　　　　コ　　ロ

GemUse－Ackern．

謹縞鱒強腰，轡．

Phot．6　モウソウチク林（平塚市西部吉沢）。

　　Barnbus＿Bestand（P物〃os亡αc写s　んe孟θ70cシ。♂α

var．μ6e8c．eπ8）in　W－Hiratsuka．



Phot．7　袖ヶ浜に初夏花開くハマヒルガオ。

　　エmF・Uhli・gblUht　C吻8置卿…　Zd…磁，

eine　wiqhtige　Kennart　der

Glehnietalfa　littoralis
（Japanische　Dhnen－Rasen）．（Sodegahama）．

Phot．8湘南海岸の砂丘植生を代表する

　　　　コウボウムギ。

　Cαγe劣ん。δoη膨8ど，die　Kennart　des

Wedelio－Caricetumkobo血ugi．

壷；癒・

Pho．9　平塚古東部は相模川沿岸につづく工業団地。昔からの古い集落地には緑が帯状に

　　　　残されている。
　In　der　Ost－Teilen　der　Sta（1t　Hiratsuka　dehnen　sich　Industrie－Siedlungen　am　Sagami－

Fluss．　Im　B・・ei・h　der　alt・n　Si・dlung・i・d・・ch・1・ig・H・f－und　T・mp・1剛der　f・agmenta・i・ch

erhalten　geblieben．
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は　じ　め　に

　人類の長い歴史の中で人間は，その生活環境づくりや産業立地，都市づくりのために，森林，

草原，湿原などあり余る緑で被われた自然を，人間だけがその時その場所を少しでも便利に豊か

に過ごせるようにと開発し，自然の人為的な改変の努力を積み重ねてきた。第二次大戦後の我が

国の国や県はもとより市町村にいたるまで各地の地域開発・都市開発は，まさに数千年来の人間

の悲願を新しい技術と莫大な経済力によって，きわめて短かい時間内に，かつて予想もできなか

ったような規模と速度で進められた。

　しかし，神奈川県下でいえぽ東京湾沿いの産業立地や過密都市部に象徴されるように，集積の

効率を求めての大規模開発・新産業立地づくり，都市づくりは，逆に生物社会の一員としての人間

の持続的な生存環境に対して，さまざまなマイナスの影響を与えていることが露顕されつつある。

自然破壊やいわゆる公害で象徴される人閤の持続的生活環境の破たんは，時の流れを停止した現

在の人間だけの便利で機能的で，経済的に豊かで，あらゆる欲望が満足できるような都市づくり，

新産業立地造成が，その立地の自然の許容限界を越えたときに顕在化する。

　神奈川県のほぼ中央部，相模湾に面して位置する平塚市は，海岸ぞいの旧砂丘と梢模川・花水

川およびその沖積低地から成っている。丘陵，台地上地形としては，西部から鷹取山の山麓部，

北部から相模台地の一部が襖状に入りこんでいるだけである。したがって，県下でも平坦地の占

める面積の割合がもっとも多い平塚市は，かつては水田が市域の大部分を占めていた。昔から存

続する集落は，沖積低地の自然堤防的に高くなっている部分や丘陵，台地の谷下地や斜面下部に

連なっている。

　市内だけでも神社56，寺院153も現存していることで象徴されるように，平塚市は古くから住

民が定住し，固有の豊かな生活環境を形成してきている。しかし，かつて社寺林や屋敷林で囲ま

れていた集落と緑豊かな田園景観は，最近の東京，横浜を中心とする東京湾沿いの大都市や過密

産業立地の人口圧に次第に圧迫されはじめている。とくに，国土の75％以上が利用困難な急斜面

で占められている我が国では，全国的に見ても大規模な産業立地づくりや大都市形成の可能な地

域はきわめて限られている。

　首都圏の中心部に比較的近く，温暖で，景観的にも人間の生活環境としても優れており，地形

的にはほとんど全市域がそのまま住宅団地，ニュータウン形成，新産業立地化が可能な平塚市は，

このまま放置されれば，きわめて近い将来に都市砂漠化，産業砂漠化する危険性をもっている。

　他の首都圏衛星都市群と同様に，平塚甫も第二次大戦後の30年間に人口は急増し，産業は急成

長して，機能的・経済的には目ざましい発展を遂げた。今後も，多少は時の経済状況などによっ

て緩急はあるとしても，問違いなくさらに都市化・産業化は進み，そのために農地や国園地帯は

急転換を余儀なくされ続けるだろう。
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　長い間，住斑，市民と共存し，彼らの生存環境を保証し，新しい文化の発展のエネルギー源の

役割を果してきた，緑豊かな郷土の自然や田園景観は，今や急速に変形，消滅を迫られている。

このまま，市民の将来にわたる持続的な生存環境の保証について明確な長期計画が樹立されない

で，なしくずし的に，限られた平塚市域内の住宅，団地，交通，産業施設づくりなどの，翻然や

半自然の田園景観への侵蝕を許しておくとすれば，市民の文化権，生存権にまでかかわる，きわ

めて憂慮すべき危険状態におちいることは免れないかもしれない。

　現在，東京湾，大阪湾沿いなどの過密都市地域で問題になっているいわゆる公害問題が，単な

る小手先の技術で解決できるほど単純な課題ではなく，数千年来の人闘本位の自然征服思想に対

して，根元的な意識の変革を強要しているという事実を直視すべきであろう。

　我々がどれほど産業を発展させ，大都市化を進め，せつな的に便利で経済的に豊かな生活条件

をつくり出しても，人間が多彩な生物社会の一員として，多様で安定した生態系の一員としては

じめて持続的な生存が可能なかぎり，すべての共存者が菊に絶えた，あるいは生き延びることの

できないような非難物的環境で，人間だけが生きのびることは不可能である。

　平塚市190，！32人（昭和50年6月1日）の市民が明日も，明後礒も健i全に生きのびるためには，

市民の本質的共存者としての郷土の森や多彩な生物桐と，これらの生物社会の存続が長い将来に

灘

些細難
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　　い

蟹鶉

　　Phot．1平塚市を浅間山から臨む。市街地はほとんど緑が残されていない。
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わたって保証され許容される程度のξ撚の多様性が全市域にわたって残されていなけれぽならな

い。同時に，郷土の緑で指標されるように，すでに自然環境が失われ，破壊されている地域，た

とえば，国道1号線，：東海道本線沿い，各工場立地周辺部などでは，生きた構築材料一植生一に

よって，緑豊かな人間の生存環境の積極的な創造が必要である。

　植生を中心とする自然・半自然さらには田園景観の保護保全，さらに，緑の環境創造は，生

物社会の秩序を正しく知り，植物社会の秩序の枠内で慎重に行なわないかぎり成功しない。自然

は多様であり，植生やその立地もきわめて複雑である。したがって，生きものや生きものの集団

一植物群落一の生育状態やその立地を既知の資料のみから一般化して，未調査域にまで拡大適用

することは危険である。現地調査の繰り返しによって，それぞれの立地固有の現存植生や潜在霞

然植生を綿密に調査・研究して，はじめて生態学的な，間違いの少ない，自然環境の保全，環境

創造についての具体的診断や処方箋の作製が可能となる。

　去る昭和48年8月のある暑い日，我・々は平塚市平野博収入役の突然の来訪を受けた。平野収入

役は，平塚市民の生命と心を持続的に，間違いなく保証するためには植物社会学的な調査・研究

がその前提として必要だ，ついては平塚市の植生をぜひ調査して欲しいとの希望を語られた。

　我々は，同年10月から約1年半にわたって現地調査をくり返し，平塚市全域の植物社会学的な

植生調査と，現存および潜在自然植生図の作製を行なった。その間，平塚市議会事務局の依頼で

半日にわたって小清水忠義議長以下市議会議員の皆様に平塚市の植生と，市民の生存環境の保全

について話させて戴いた。また，昭和49年の！0月には，市の管理職・市議会議員など約40名の方

たちとバスで平塚市全域を実際に現地踏査して，平塚市の植生現状と，将来への保全，さらに自

然環境保全の枠内で間違いの少ない自然の利用のあり方について説明し，討論した。

　市議会の皆様への発表には，市議会議員の方ほとんどが出席され，最後の討論に至るまでi実に

熱心に参加された。また，野外調査には，収入役，各局長以下市の管理職や市議会の関係者全員

が参加され，一丸となって市と市民のために研究し，緑の環境保全の課題に取り組んでいこうと

する真剣な姿勢には感銘を覚えた。

　このような，熱心な市の管理者，行政老の態度は，不充分ながら全国でもまだ数少ない本格的

な植生調査が平塚市で行なわれたという裏付けであり，誇りと貰任をもって生存環境としての郷

土の自然を守り，尊命生活の明臼への発展を保証する市の先取り行政の姿であると，心から敬意

を表したい。

　また，一年半にわたる地味な現地調査に際して，公私にわたり御協力，御援助，励ましを戴い

た平塚市加藤禎吉市長，石川京…・川村市雄両助役，平野博収入役，米山武男都市開発部長らの

皆様に心からお礼申し上げたい。梅沢稔公園緑地課長，石田信夫緑化推進係長には研究室に何度

も足を運ばれ御援助，励ましをいただいた。厚くお礼申し上げたい。

　なお現地調査では横浜国立大学環境科学研究センター奥田重俊助教授，鈴木邦雄助手および秋

田県立湯沢高校望月陸夫教諭に一部御協力いただいた。校正では環境科学研究センター北川啓子



22

氏に御協力いただいた。記して謝意を表したい。

　本調査報告が，平塚市民の生存環境の保証と，平塚市の明碕の健全な発展へのひとつの科学的

診断書，処方箋として具体的に利用されることを望みたい。同時に，環境問題の山積している日

本の他の市町村の新しいモデルとして利用し，市の自然環境保全・創造，市艮の生活環境の保護

行政にその成果をあげられるよう心から期待して止まない。


